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株式会社夢舞台 

 

（別紙１）当社が実施している地域振興事業について 

 

現在、当社が実施している事業のうち、以下３つについては、淡路夢舞台の開業理念

を踏襲したものであり、今後の淡路夢舞台にも繫げていくべき事業であると考えます。

つきましては、令和 9年度以降についても継承いただきたくお願いいたします。 

 

 

１．淡路夢舞台ガイドツアー ～環境創造型プロジェクトと安藤忠雄ワールド～ 

※「ひょうごフィールドパビリオン」2023年 12月 19日認定プログラム 

・淡路夢舞台の開発理念である「環境創造型プロジェクト」と、安藤建築の特徴を

ガイドが解説しながら施設内を巡るツアー。安藤建築への関心は国内外を問わず

高く、ツアー参加者は年間 1,700人から 2,500名で推移。なお、2025年度は大

阪・関西万博の影響を受けて参加者数が減少。 

年度 2023年度 2024年度 2025年度(見込) 

件数 117件 149件 123件 

参加者数 2,947人 2,486人 1,713人 

・中小エージェントも含め旅行エージェントからの申込が多い。旅行エージェント

からの申込であっても、参加者が「淡路夢舞台ガイドツアー」を希望されること

が多い。 

・安藤建築は知名度が高く、ホテルのランチストップや、宴会団体などのオプショ

ンとして、ホテル営業部門も活用。宿泊客による依頼もあり、宿泊満足度向上に

貢献している。また、ガイドツアーの前後に展望テラスレストランでのランチが

組み込まれているなど、淡路夢舞台施設全体への波及効果も生まれている。 

・ツアー参加者は、淡路夢舞台の他、パソナ関連施設（陽燦燦、クラフトサーカス

など）をはじめ、アクアイグニスやハイウェイオアシスなど北淡路の観光施設に

も立ち寄りされており、北淡路地域の観光振興に寄与している。 

・安藤建築を巡るツアーの他、植物関係の団体から「あわじグリーン館」のガイド

を希望されることもある。 

・ツアーは、当社社員 2名（兼任）と、２．に記載するボランティアが、ガイドと

して案内している。お客様 10名につき 1名のガイド割当を基本としている。 

 

 

２．ボランティアグループ “夢舞台 21”  

・約 40 名のボランティアが春と秋の土日祝を中心に活動。苑内の見所ガイドや、
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ゲーム・クラフトなど来苑者へのおもてなしを目的とした自主イベント、当社が

主催するイベントのサポートを行う。また、淡路花祭期間に関わらず上記「淡路

夢舞台ガイドツアー」のガイドも担っている。 

・ボランティアが見所を案内することで、迷路のような安藤建築を楽しみながら散

策することができるだけでなく、ボランティア全員が淡路夢舞台の成り立ちを勉

強しており、それらをお客様に説明することで、淡路夢舞台への理解を深めてい

ただく役割も担っている。また、植物に詳しいボランティアもいるため、展望テ

ラスのほか「あわじグリーン館」をフィールドとした案内も可能である。 

※現在「あわじグリーン館」には、ボランティア団体がない。 

・2000 年ジャパンフローラで活動していたボランティアを、淡路花博記念事業協

会が事務局となり引き継いだ。淡路花博記念事業協会解散後、当社が事務局とな

る。 

 

 

３．こころづくり絵画コンクール in 淡路夢舞台 

・2001 年、阪神淡路大震災で被災した 10市 10町の子どもたちを元気づけるため

安藤忠雄氏が提唱し始まる。兵庫県や兵庫県教育委員会など当社を含む 10団体

で実行委員会を構成。事務局は当社。最近は毎年秋に開催。 

・イベント当日は、安藤事務所から 4～5名のスタッフが作画指導をサポート。ま

た、作画指導講師も安藤事務所から派遣いただいている。 

・当日は、安藤事務所から参加者に向けて淡路夢舞台の成り立ちをお話しいただく

貴重な機会にもなっている。 

・イベント当日は野外劇場で開演し、作画は百段苑をはじめとする公苑エリア、提

出された作品展示はホテル 2階回廊ギャラリー、入賞者への表彰式はホテル宴会

場と、淡路夢舞台全体で行うイベントである。 

・イベント当日は、展望テラスレストラン&ショップの利用もある。  


